資料２－２
収納促進対策事業等の検討事項及び実施内容について

第１回標準設定ＷＧ（平成25年7月22日）

○収納促進対策連絡会議で検討する平成25年度の収納対策事業の提案を依頼。

第１回収納促進対策連絡会議（平成25年8月9日）

　○会議メンバーより事業案の提案（参考資料２－２－１）、議論。

○収納率向上の著しい門真市を会議への招へいを決定。
第２回収納促進対策連絡会議（平成25年12月16日）

　○門真市の収納率向上の取組み状況の説明を受ける。

　○事業内容の決定

・平成25年度実施事業　→　全体研修事業
・平成26年度に向けて　→　国保連合会と収納対策アドバイザーの設置検討
第２回標準設定ＷＧ（平成26年2月20日）

○平成26年度も、収納促進対策連絡会議において議論し、研修会などの事業を実施。
全体研修事業

○国民健康保険収納事務担当者研修会（平成26年2月10日）【国保連合会と共催】
　【実施内容】・収納率向上の取組みの講演（門真市）　　　　　　　参考資料２－２－２
・同規模の市町村によるグループワーク　等
	アンケート結果より（対象＝市町村国保 収納事務担当者）

	実施してほしい研修会（回答割合）
	研修会の感想（回答割合）

	・収納率向上の取組み（約８割）

・滞納処分、差押に関する実務（約１割）

・給付、賦課や資格に係るもの（約１割）
	・他の市町村の状況が聞けて参考になった。（約５割）

・同規模市町村が抱える課題について意見交換できて
よかった。（約２割）

・今後も実施を希望する。（約２割）


収納対策アドバイザーの設置検討
○ 平成26年3月14日付けで
府国保課長から国保連合会
事務局長あて依頼文を提出
　参考資料２－２－３

　　【経過】・国保連合会向け国庫補助金の活用を念頭に、第2回収納促進対策連絡会議にて設置検討を決定。
・しかし、収納促進対策連絡会議で設置検討することとした、継続的な雇用を行う形態での収納対策アドバイザーは、国庫補助の対象外になることが判明。
　・国保連合会と協議を行った結果、国保連合会の国保事業推進委員会でも収納アドバイザー設置の意見があったことから、国保連合会事務局から国保事業推進委員会（平成26年1月23日）へ提案するも、事業の実施主体や府と国保連合会の役割分担を整理すべき等の意見があり継続協議に。
・第２回標準設定ＷＧ（平成26年2月20日）において、府から国保連合会へ収納対策アドバイザーの設置を依頼することに賛同を得る。
概ね好評





概ね好評





H26.3.24　国保推進委員会において、検討議題とすることとされ、保険者へ希望意向調査を実施することに	








